
各部会からの報告 

  相談支援部会 報告 

令和 3 年 1 月 20 日 

令和３年度第２回姶良市地域自立支援協議会 

 

１ 部会開催状況（令和３年度第１回姶良市地域自立支援協議会以降） 

 

 

 

開催日 地域課題・検討事項 解決策・課題 

令和 3年 6月

16日 

（第 2回） 

・就労アセスメントをとれる事業所が少ない。 

・放課後等デイサービスを利用したいが、どこの事

業所も定員がいっぱいで空きを待っている状況が

ある。 

・障がい者ご本人や支援者がコロナウイルスに罹

患した場合、支援自体が介入できなくなる恐れが

ある。 

・相談支援ガイドブック（仮）の必要性について。 

・ヘルパー事業所職員の高齢化や人材不足。 

・今年度の就労アセスメント該当者

の調査 

・発熱時の対応フローチャートの確

認。 

・ヘルパー事業所の実態調査等に

ついては、ワーキンググループにて

協議。 

令和 3年 7月

21日 

（ワーキング） 

霧島市相談支援部会との合同グループスーパー

バイズ 

（オンライン開催、参加者 34名） 

相談支援事業所の人材育成及び障

害児に関する事例検討の場 

令和 3年 9月

15日 

（第 3回） 

・幼稚園、保育園への訪問支援事業が複数あり、

受け入れや情報共有についての違いがある。 

・急にショートステイが必要になっても、福祉サー

ビスに該当しない場合のシェルターの確保に関し

て 

・相談支援ガイドブックの作成について。 

・研修会開催に関して 

・子ども部会と連動して協議検討行

っていく。 

・相談支援ガイドブックについては、

部会とは別のワーキンググループで

取り組む。 

・実情に即した研修企画を行う。 

令和 3年 10

月 20日 

（ワーキング） 

姶良市グループスーパーバイズ（参加者 12名） 相談支援事業所の人材育成及び障

害児に関する事例検討の場 

令和 3年 12

月 15日 

（ワーキング） 

霧島市相談支援部会との合同グループスーパー

バイズ 

（オンライン開催、参加者 36名） 

相談支援事業所の人材育成及び障

害児に関する事例検討の場 



 

２ 部会で抽出された主な地域課題等 

 ア 精神障がいの母親と障がいをもつ子どもなど家族単位でのアプローチや支援者間の役割分担が必

要な事例が表面化してきている。 

 イ 各種サービスが複雑化してきており、利用のしやすさや普及、情報共有に工夫が必要。 

 ウ 相談支援専門員が個別の事例について検討し、抱え込みを防ぐ場の確保が必要。 

 エ ヘルパーサービスの担い手の高齢化や人材不足により、事業所変更を余儀なくされる事例が増え

てきている。 

 オ 短期入所を中心とした緊急時の避難先の確保が必要。 

 

３ 今後の予定 

  就労支援部会・相談支援部会合同研修 

  令和４年２月２５日（金） 

  「地域共生社会を目指して～地域生活支援拠点～」 

  ※新型コロナウイルス感染拡大により、完全オンライン開催を検討中。 

 

 

  子ども部会 

 

１ 開催状況 

 開催日 時間 協議事項 

１ ７月１３日(火) 10:00 
関係機関との連携について   

Zoomと参集にて 

２ ９月２１日（火） 10:00 
療育の必要な児のアセスメントについて 

Zoomと参集にて 

３ １１月１６日（火） 10:00 
医療的ケア児の支援について 

参集にて 

４ １月１８日（火） 10:00 
移行支援について 

Zoomと参集にて 

 

２ 今年度の活動方針、主な活動等 

  新型コロナウイルス感染症の状態を見ながら協議の方法を変えてく事で開催。 

  ○診断の出来る医療機関開拓 診断の際に園や学校での様子を書いた紹介票を活用していく 

  ○姶すくファイルが連携に役立つ 安価なファイルの購入について検討していく 学校、園の連携

窓口を確認、集まれない場合は Zoom や電話で連携 

  ○アセスメントについて各機関でそれぞれのアセスメントを取っている。 療育が必要な子供の利

用日数の適正化を図るために園でアセスメントを行う取り組みを本年度始め、有効性を確認。 



  ○医療的ケアの必要な子供を受け入れる際の確認、医療的ケア児コーディネーター活用の今後の取

り組み 

 

３ 今後の予定 

開催予定日 内 容 

３月１５日(火) 今年度の活動まとめ及び次年度に向けて 

 

4  研修会 

開催日 内 容 

１０月２３日（土） 不登校について ～段階に合わせた対応と基本的姿勢～ 

 

 

  精神保健福祉部会 

１ 今年度の活動方針、主な活動等 

 

  地域移行・地域定着の推進，資質向上の研修会開催，計画の進捗確認 

 

２ 開催状況 

 

 開催日 時間 協議事項 

１ 6月 17日 14時～15時 20分 
地域移行・地域定着，ピアサポー

ターの活用，研修会の希望  

２ 8月 25日 14時 10分～15時 30分 

地域移行・地域定着の概要と事例

を元に推進と円滑な定着について

意見交換（ZOOM開催） 

３ 12月 22日 14時 30分～16時 

基幹相談支援センター活動報告及

び研修会「ピアサポーターの体験

及び活動報告」 

 

３ 今年度の活動の振り返り及び次年度にむけて 

 

  ・地域移行支援・定着については概要を相談支援事業所から受け理解を深めたことにより活用しよ

う連絡した医療機関が出てきた。 

 

  ・市の基幹相談支援センターの相談件数の中で精神障害者が一番多く，年々増加していることを共

有した。 



 

・基幹相談支援センターでの相談事例や精神科病院，相談支援事業所等の現場で支援の中からもっ

と具体な「地域移行・地域定着推進」の地域課題が抽出できるのではないかという意見があった。 

そこで現場のコアな関係機関で協議する場を部会とは別に開催していく予定。 

 

・今後の部会の内容について市内の社会資源のひとつである地域活動支援センター業務等紹介やア

ルコール依存症の研修についての希望あり次年度の計画に入れていきたい。 

 

 

  就労支援部会 

 

１ 開催状況 

 開催日 時間 協議事項 

１ 令和 3年 10月 26日（火） 16：00～17：00 

〇移行・Ａ型グループ 

 ・移行事業を利用しながら収入を得る

手段 

 ・一般就労の受け入れ先の開拓 

〇Ｂ型グループ 

 ・事業所紹介 

 

２ 今年度の活動方針、主な活動等 

  〇移行グループ、A 型グループ、B 型グループの３グループに分かれての議題及び協議実施 

   ・移行グループ：一般就労移行率を向上させるには。 

   ・A 型グループ：一般就労へのステップアップの場所としての取り組み。 

   ・B 型グループ：優先調達や共同受注を含めた、横のつながりを作る為の取り組み。 

  〇部会以外にも研修会や事例検討会の実施 

     

３ 今後の予定 

開催予定日 内 容 

令和 4年 2月 25日（金） ・合同研修会（地域生活支援拠点について） 

令和 4年 3月 23日（水） ・未 定 

 

 

 

 

 


